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三本 広子 (同 上)



























































































































































組合わせ, という形 となった｡排卵,受払 着床とい
ラ,もっとも基本的な生命現象の機械の研究から-5it
に,perinatalなものをとび越して,ポビiL'-ツdソ
を諭ずることは一見暴挙に見えるが,ポti'ユレ-シュソ
を考えるにさいして誼要な ｢個｣と｢北田｣の汗'Eと皿
に関する諸問題は,火は生命現象のはじまりの時に,す
でに芽はえているものである｡
実は節二日目の午枚に,ポビュレ～シtlソの択屈をJS
め,そこを基礎生娘生理学者と人口動.fB学者との清殆な
議論の切と考えていた.その午後にこそ,本シソポジウ
ムの先約が行なわれ,今後の研兜動向の大きな原動力に
なるに違いないと考えていた｡ところが.ふたを開けて
みると,熱心に生姑の基礎研究を発表された故老の多く
のお姿が会場から消えていた｡その大半はお医者さんで
ある｡その代り,所内の若手聴講が多く人数としては巾
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